
○ 当地域は50年前に県営ほ場整備事業が実施されてから施設の老朽化が著しく、地域で用水を巡って、
もめ事が度々起こっていた。

○ 平成19年度から農地・水・環境保全向上対策の取組を行う事で話し合いの場が増えたことに加え、市
の補助事業等を活用し用水路の施設を補修することで、公平に配水出来るようになり、用水の問題を解
決できた。

○ また、取組を通じて地域間の繋がりが深まったこともあり、平野部のほ場では中心経営体に農地を集
積。棚田で栽培する水稲は「名水米 とどろき」というブランドを立ち上げ、裏作のそばでも生産・加工・
販促により農業の体質強化を目指す。

宇良地区環境保全の会（長崎県諫早市）

地域の状況 施設の整備 活動の効果

【地区概要】
・取組面積 60ha （田43ha、畑17ha ）

・資源量
開水路20.5km、農道2.8km、
ため池１カ所

・主な構成員
農業者、土地水利組合、自治会、
婦人会

・交付金 約５百万円（H29）

棚田で
ブランド米の栽培

○ 棚田と平地の地区が混在した地区で上
流の棚田では用水不足、耕作放棄、下流
では施設の老朽化が問題となっている。

○農地・水の取組とその他事業により老朽
化した用水施設を整備。

○ 耕作放棄地に繁茂した竹等を除去し
耕作放棄地を解消。

○ 水稲のブランド化「名水米とどろき」

○ 耕作放棄地も含めそばの植栽範囲の拡大。

○ そばは製粉業者との連携により、地域性
のある性状であることを前面に出し６次産業
化の取組を開始。

給水施設や分水
施設の整備

農地・水の活動で
耕作放棄地を解消
し、そばを栽培 そばを使っての6次産業化

ブランド米
「名水米

とどろき」

平地では農地を
集積する取組

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

地域の特産品のブランド化
いさはやしう ら


